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　現代の先進国においては，大部分の人は，がん，心臓病，脳卒中のいずれかが死因
となって亡くなる。これらの疾患には食生活や運動などの生活習慣が重要なリスク因
子になることは，20世紀の間に常識となり，「生活習慣病」と言われるようになっ
た。
　21世紀になり，精神疾患や神経疾患などの脳の病気についても食生活や運動など
の生活習慣が重要なリスク因子となり，治療においても重要な役割を果たすことを示
すエビデンスが次々に報告されている。筆者は，精神疾患，特にうつ病や認知症など
は「生活習慣病」と言えるのではないかと考えている。
　脳も身体の一部であり，食べたものから作られている。したがって，栄養のバラン
ス異常は脳の構造・機能に異常を来す。適切な食生活を送ることが，メンタルヘルス
の維持・増進に欠かせないというのも，当然のことと言える。しかし，精神疾患にお
いて，食事や栄養学的問題はこれまであまり重要視されてこなかった。その要因とし
て，現代日本の食生活は，とても豊かであって，栄養不足などに陥るはずがない，
あったとしても大したことはないと思っている人が多いのではなかろうか。しかし，
現代日本の食生活は急激な変化を遂げており，それは概して不健康な方向に向かって
いる（p. 242参照）。このため，精神疾患の治療において，糖尿病など他の生活習慣病
と同様に，食事／栄養や運動に関する習慣を医療の基本に据える必要性がますます高
まっている。
　本特集では，主要な精神疾患における食事・栄養学的問題と予防・治療法について
の最新のエビデンスや今後の展望について，当該分野の第一線の先生に解説していた
だいた。また，実際に栄養指導を行っている管理栄養士の先生にもご寄稿いただい
た。本特集が精神疾患の臨床において大いに役立ち，精神医学と栄養学の専門家のコ
ラボレーションが進み，わが国における本領域の研究の発展につながることを期待し
たい。
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